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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりま‘しよう

思いやりのある、あたたかいまちをつく 」
りましよう ，↑ '･'￥ ” ．
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編集醗黒鶏雷鳥 (舗職＃印剛藤枝印刷所発行と

剰建議を追蔑腰謹
叫
窯
可
）

年末年始を迎え
運動期間12月10日から1月10日まで

「
ま
あ
一
杯
ぐ
ら
い
が
．
：
…
」
が
ひ

き
起
こ
し
た
大
き
な
事
故
で
、
悲
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
こ

と
を
よ
く
知
り
、
ゑ
ん
な
で
協
力
し
て

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
、
例
年
、
最
高
速
度
違

反
や
わ
き
見
運
転
に
次
い
で
死
亡
事
故

原
因
の
ワ
ー
ス
ト
３
に
入
っ
て
お
り
へ

自
分
だ
け
で
な
く
、
他
人
を
も
大
き
な

事
故
に
ま
き
込
む
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

そ
こ
で
、
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る

年
末
年
始
を
迎
え
る
に
当
り
、
各
家
庭

は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
・
職
場
、
自
動
車

運
転
の
三
者
が
「
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な

い
」
「
運
転
す
る
と
き
は
飲
ま
な
い
飲

ま
せ
な
い
」
「
飲
ん
だ
も
の
に
は
運
転

さ
せ
な
い
」
と
い
う
鉄
則
を
励
行
し
て
一

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

こうなってからでは

飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
に
は
、
各
家

庭
を
は
じ
め
、
会
社
・
職
場
、
運
転
者

本
人
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
．

各
家
庭
で
は

○
車
で
来
た
方
に
は
、
絶
体
に
酒
を
す

す
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
万
一
、
酒
を
出
し
た
場
合
は
《
タ
ク

シ
ー
を
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

○
酒
を
飲
ん
で
道
路
を
う
ろ
つ
い
た
り

寝
こ
ろ
ん
だ
り
す
る
人
に
酒
を
出
し

た
場
合
は
、
直
ち
に
帰
さ
な
い
よ
う

家
庭
の
者
が
み
ん
な
で
注
意
す
る
。

会
社
・
職
場
で
は

○
朝
礼
や
会
議
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

て
、
飲
酒
運
転
の
防
止
を
呼
び
か
け

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
体
車
を
運
転
し
な

い
と
い
う
習
慣
を
会
社
内
に
定
着
さ

せ
る
。

○
年
末
年
始
で
帰
省
す
る
方
に
は
、
帰

省
な
ど
で
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う

徹
底
さ
せ
る
。
ま
た
、
帰
省
す
る
際

は
、
な
る
べ
く
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を

避
け
る
よ
う
指
導
す
る
。

○
社
用
車
の
管
理
を
き
び
し
く
し
、
社

員
が
勝
手
に
車
を
持
ち
出
せ
な
い
よ

う
注
意
す
る
。

○
交
通
事
故
の
新
聞
記
事
な
ど
を
社
内

の
目
に
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
示

し
、
飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
を
み
ん

な
に
知
ら
せ
る
よ
う
努
め
る
。

運
転
者
本
人
は

○
忘
年
会
や
年
始
回
り
な
ど
、
酒
が
出

家
庭

〆

ヒ

。
職
場
で
注
意
を

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
行
く

と
き
は
、
車
を
利
用
し
な
い
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
車
で
行

っ
た
と
き
は
、
た
と
え
酒
を
進
め
ら

れ
て
も
絶
体
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
す

る
。

○
前
の
晩
に
飲
象
す
ぎ
る
と
、
翌
朝
ま

で
そ
の
影
響
が
残
る
こ
と
が
あ
る
の

で
翌
日
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
と
き
は
、
飲
酒
量
に
は
十

分
注
意
す
る
。

歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
の
事
故
は
、

事
故
の
中
で
も
と
く
に
多
く
、
年
末
年

始
に
は
、
外
出
す
る
機
会
も
多
く
な
る

の
で
正
し
い
横
断
の
励
行
、
車
の
直

前
、
直
後
の
横
断
、
斜
め
横
断
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
に
や
む
を
え
ず
外
出
す
る
場
合

に
は
、
目
に
つ
き
や
す
い
服
装
を
す
る

な
ど
の
徹
底
を
は
か
り
、
と
く
に
子
ど

も
と
お
と
し
よ
り
に
対
し
て
は
、
道
路

へ
の
飛
び
出
し
事
故
を
防
止
す
る
た
め

家
庭
で
気
を
つ
け
注
意
し
ま
し
よ
う
。

Ⅱ
Ｊ
Ｊ
２
９
Ｉ
ｊ
■
上
呂
８
Ｊ
５
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
ｒ
ｌ
◇

'よ. . ､切酒ゆく､ あなた切愛.車を暴走卓にし，被客者の.家族|｣

あむたの．家族をも巷Lめ． あなたを犯罪者'二LでLきい土



溌蕊凝議（第2○1号)鐵織溌漁溌鐡;鐡溌鍵鍵蕊溌蕊蕊瀧鍛溌溌溌幾溌溌市報たかはぎ識溌擬灘（2）

§
、
紗

ｓ

も

㎡
シ
＠
＄
ハ
パ
、
め
妙
参

恥
グ
ノ

迫
る
少
さ

第
６
回
市
民
表
彰
式
が
、
ｎ
月
塑
日
市
長
室
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま

）
し
た
。
・

洲
こ
の
市
民
表
彰
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
分
野
で

州

榊
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
、
表
彰
５
人

１鮴
ほ
う
賞
４
人
１
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績

伽
を
た
た
え
ま
し
た
。
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前列左から星さん、樫村.さん、鈴木市長、大部議長、永山さん、

小山副議長、後列左から岩本収入役、地域婦人団体連絡会代表、

藤田さん、松本さん、烏居塚さん、大友さん

今川さん

箕川さん
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今
川
重
道
さ
ん
（
氾
歳
）

高
戸
９
６
０
（
無
職
）

教
職
に
詔
年
間
、
こ
の
間
、
県
北
小
．

中
学
校
長
と
し
て
、
ま
た
、
市
教
育
長

な
ど
を
歴
任
し
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
。
現
在
、
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し

て
老
人
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
納
税
組
合
長
と
し
て
も

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

樫
村
之
男
さ
ん
（
刈
歳
）

大
和
町
１
の
６
（
医
師
）

町
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
伸
張
発
展

と
市
勢
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
弱
年
、
現
住
地
に
医
院

を
開
設
さ
れ
て
、
地
域
住
民
の
健
康
管

理
と
公
衆
衛
生
思
想
の
普
及
に
専
念
さ

れ
、
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て

児
童
、
生
徒
の
健
康
指
導
に
尽
力
さ

｜
氷
山
美
休
さ
ん
（
乃
歳
）

・
下
手
綱
５
９
０
（
無
職
）

教
職
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
鋤
余
年
、

こ
の
間
、
県
北
の
各
小
学
校
長
と
し
て

県
北
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
、
公
平
委

員
会
委
員
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
昭
和
調
年
か
ら

は
、
人
権
擁
護
委
員
を
努
め
、
地
方
自

治
の
進
展
と
社
会
福
祉
に
尽
く
さ
れ
た

市
民
表
彰

松
本
厚
さ
ん
（
泡
歳
）

東
本
町
１
の
皿
（
商
業
）

一
笥
淡
台
皿
小
轌
応
沮
坐
ゴ
訓
仙
生
ヨ
ー
麦
一
ま
詑
酉

】
ｒ
↓
壹
可
〃
‐
４
１
少
‐
ｊ
Ｊ
鉛
弓
ナ
ュ
イ
ノ
和
州
ノ
Ｉ
ｌ
－
Ｉ
ｒ
小
ト
ク
可
式
川
叩
〆
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｉ
ｊ
１
ｆ
Ｖ
ｑ
『
Ｊ
緋
、
可
‐
イ
‐

た
ば
こ
組
合
の
役
員
を
し
、
市
商
工
関

係
に
多
年
に
わ
た
り
振
興
発
展
の
た
め

寄
与
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
常
任
理
事
と

し
て
交
通
安
全
運
動
に
尽
力
さ
れ
て
い

》
Ｑ
⑨

藤
田
幸
教
さ
ん
（
鯉
歳
）

若
栗
１
７
０
（
農
業
）

鳥
居
塚
鉄
治
さ
ん
（
沼
歳
）

大
和
町
３
の
認
（
無
職
）

消
防
団
員
と
し
て
、
弧
年
間
に
わ
た

り
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護
歩
る
消

防
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

昭
和
調
年
か
ら
は
、
市
消
防
団
長
に

推
さ
れ
団
員
を
指
揮
統
率
し
て
市
消
防

行
政
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

星
さ
と
さ
ん
（
氾
歳
）

上
手
綱
１
９
０
（
無
職
）

昭
和
６
年
、
助
産
婦
と
し
て
開
業
以

来
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
母
子

衛
生
思
想
の
普
及
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

ま
た
、
昭
和
瓢
年
か
ら
卿
年
ま
で
民

生
委
員
と
し
て
地
域
社
会
の
福
祉
の
向

上
の
た
め
努
力
さ
れ
た
。

れ
た
。

消
防
団
員
と
し
て
、
郡
年
間
に
わ
た

ほ

一
つ
昔
員

常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
活
朧
さ

れ
て
い
る
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
住
民
意
識
の
高
揚
の
先
達
と
し
て

こ
と
に
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
、
駅

前
広
場
な
ど
公
共
の
場
の
清
掃
奉
仕
を

続
け
て
い
る
。

り
市
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護
す
る
消

防
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
略
分
団
の
分
団
長
と
し
て

団
員
を
指
揮
統
率
し
、
市
消
防
行
政
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

箕
川
哲
之
助
さ
ん
（
必
歳
）

安
良
川
７
０
（
竹
細
工
師
）

現
在
、
市
内
で
唯
一
人
の
竹
細
工
師

と
し
て
、
多
年
の
経
験
と
卓
越
し
た
技

術
に
よ
り
作
り
出
さ
れ
る
製
品
は
、
郷

土
工
芸
と
し
て
県
内
外
に
も
高
く
好
評

を
博
し
、
郷
土
工
芸
の
振
興
に
努
め
ら

れ
て
い
る
。

大
友
－
衛
さ
ん
（
必
歳
）

東
本
町
１
の
皿
（
商
業
）

市
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
子
供
会
育
成
、
高
萩
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
役
員
と
し
て
、
市

内
の
小
・
中
学
生
の
野
外
活
動
の
指
導

を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
安
全
運
動
に
は
、
高
萩

地
区
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

高
萩
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
会

亀～ 一
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鈴
木
朝
記
さ
ん
（
応
）
Ⅱ
横
川
９
８

５
Ⅱ
は
、
地
方
自
治
の
発
展
に
努
力
し

た
と
し
て
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
け
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
蛇
年
４
月
か
ら

昭
和
別
年
ｎ
月
ま
で
の
永
い
間
、
村
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
市
政
の
振
興
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
・
・

そ
の
間
、
農
業
共
済
組
合
の
設
立
山

勲
五
等
瑞
宝
章
に

鈴
木
朝
記
さ
ん
が
受
章

．
．
孟
艇
娩
沌
踊
坤
杉
“
鍜
妙

ず

灘
詔

町

鋤

“

受 診 状 況
…

ﾍ､、U4 5巳フ巳91口計
受診数23 31 28 33 27 46 64 252

該当数32 43 ’ 43 i 51 1， 44 57 57 327

％ ’ 71.9721651 647614i8()_78941771

受章した

鈴木朝記さん

間
地
で
の
地
域
性
を
生
か
し
た
、
し
い

幸
た
け
の
栽
培
の
普
及
な
ど
農
業
経
済
の

安
定
と
産
業
の
振
興
に
努
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
如
年
に
設
立
さ
れ
た
高

萩
市
及
び
十
王
町
衛
生
組
合
の
議
員
と
１

、
＃

し
て
妬
年
ｎ
月
ま
で
６
年
８
ヵ
月
の
間
十Ｉ

〉
８
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
努
力
さ
れ
現

勾
し
在
の
蝋
境
衛
生
の
基
盤
を
作
ら
れ
地
域
５１

」
三
社
会
発
展
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
晩 れ

勲
六
等
旭
日
章
に

０
Ｆ

詞
鈴
木
永
造
さ
ん
が
受
章

鈴
木
永
造
さ
ん
（
鎧
歳
）
Ⅱ
島
名
２

１
２
３
１
幟
、
消
防
の
発
展
に
貢
献
さ

乳
幼
児
の
発
育
、
発
達
の
早
期
対
策

と
し
て
、
当
市
で
は
、
県
下
各
市
町
村

に
さ
き
が
け
て
、
今
年
４
月
か
ら
２
歳

児
健
康
診
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

す
で
に
、
月
ま
で
万
・
１
％
の
受
診
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
歳
児
健
康
診
査
は
、
副
年
度

対
象
児
と
し
て
５
３
２
名
を
予
定
し
て

お
り
疾
病
の
早
期
発
見
、
む
し
歯
の
予

防
と
発
見
、
２
歳
前
後
に
お
け
る
育
児

の
ポ
イ
ン
ト
の
指
導
と
援
助
を
目
的
と

ー

しんけんな表情で検診を

受ける母子 一

た
と
し
て
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受

け
ま
し
た
。
‐

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
３
年
４
月
皿
日

巧
歳
で
消
防
組
の
消
防
手
と
な
り
戦
前

戦
後
を
通
じ
妬
年
に
わ
た
り
消
防
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
、
家
業
で
あ
る
林
業
に
従
事

す
る
か
た
わ
ら
昭
和
鵡
年
に
県
職
員
と

な
り
Ｐ
昭
和
狛
年
ま
で
林
業
関
係
に
従

事
が
山
林
火
災
に
は
、
》
先
頭
に
立
っ
て

指
揮
し
、
大
火
を
未
然
に
防
い
た
功
績

し
て
、
新
し
い
母
子
保
健
対
策
で
乳
幼

児
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

す
で
に
３
歳
児
健
診
は
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
幼
児
期
対
策
の
足
が
か

り
と
し
て
の
３
歳
児
で
は
、
遅
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、

市
内
の
医
師
会
の
協
力
も
あ
っ
て
、
３

歳
児
に
い
た
る
ま
で
の
検
診
、
相
談
の

場
を
も
た
・
な
い
母
親
の
育
児
上
の
不
安

ｇ

に
指
導
、
援
助
す
る
観
点
か
ら
２
歳
児

の
検
診
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

．
診
査
日
は
、
毎
月
１
回
で
第
３
水
曜

日
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
実
施
さ
れ

市
内
の
小
児
科
、
歯
科
の
お
医
者
さ
ん

が
検
診
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
相
談
、
育
児
指
導
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
。
γ
ゞ
《
；

受
診
す
る
対
象
幼
児
は
、
実
施
さ
れ

受章した

鈴木永造さん

樋
渡
喜
一
さ
ん
（
齢
）
ゞ
Ⅱ
大
和
町
２

－
の
弱
Ⅱ
は
、
学
校
保
健
で
の
児
童
、
生

徒
の
健
康
管
理
に
大
き
な
実
績
を
あ
げ

た
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

鋤
７
吋
・

し
た
つ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

・
は
、
全
団
員
の
信
頼
と
敬
服
の
的
と
な

っ
て
い
ま
す
。

｜
昭
和
“
年
４
月
１
日
に
市
消
防
団
副

団
長
と
な
り
卿
年
３
月
に
全
団
員
に
惜

一
ま
れ
つ
つ
退
団
し
ま
し
た
。

一
○
公
語
謬
員
。

豊
田
さ
ん
ら
も

大
臣
か
ら
表
彰

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

厚
生
大
臣
表
彰
者

表
の
と
お

名
の
、
』

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
受
診
状
況
は
、

文
部
大
臣
か
ら
表
彰

樋
渡
喜
一
さ
ん

加
月
で
も
帥
・
７
％
と
銅
・
４
％
と
受

１

る
月
の
前

全
国
社
会
福

沼
野
義
次

一豊
田
武
門
さ
ん
さ

ん

月
に
２
歳
に
な
っ
た
幼
児
を

り
で
４
月
が
躯
名
中
受
診
羽

９
％
受
診
幼
児
が
多
い
９
月

f

一
（
扣
歳
）
横
川
１
９
７

祉
協
議
会
を
長
表
彰
者

さ
ん
（
師
歳
）
・
・
・

安
良
川
６
７
９

表彰された

樋渡さ‘ん

樋
渡
さ
ん
は
、
昭
和
魂
年
か
ら
市
立

秋
山
小
学
校
の
学
校
医
を
つ
と
め
る
か

た
わ
ら
、
訓
年
に
は
下
君
田
小
、
妃
年

に
は
秋
山
幼
稚
園
医
な
ど
の
学
校
医
を

つ
と
め
、
市
の
学
校
医
の
会
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
昭
和
縄
年
に
は
、
多
賀
地

区
学
校
保
健
会
に
検
尿
班
を
つ
く
る
な

ど
児
童
、
生
徒
心
結
核
の
研
究
、
と
く

に
シ
《
ヘ
ル
ク
リ
ン
反
応
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
一

に
つ
い
て
の
調
査
な
ど
自
主
的
に
児
童
》

生
徒
の
健
康
管
理
に
大
き
な
実
績
を
あ

げ
、
こ
の
た
び
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
を

受
け
た
も
の
で
す
。
．
‐

自
治
大
臣
表
彰
者
．

笠
谷
喜
之
助
さ
ん
（
協
歳
）安
良
川
１

永
山
美
休
さ
ん
（
乃
歳
）

下
手
綱
５
９
０
－

原
ロ
良
英
さ
ん
（
弱
歳
）高
萩
７
５
二

．
第
４
回
、
花
と
ほ
う
き
の
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
当
市
か
ら
東
小
学
校
が
県

知
事
賞
を
、
朝
日
こ
ど
も
会
（
島
名
）

が
特
選
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

l
l
l

診
率
は
よ
く
，
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
お
も
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
検
診
を
受
け
、
幼

児
の
育
児
と
疾
病
か
ら
の
予
防
に
役
立

て
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
型

東
小
が
県
知
事
賞

花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
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「
特
賞
に
入
賞
す
る
よ
う
な
作
品
で
に
な
り
、
昭
和
姫
年
に
本
格
的
に
油
絵

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
し
か
し
、
入
賞
は
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
県
展
へ
の

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
今
年
の
茨
城
県
出
品
は
、
昭
和
娼
年
に
初
出
品
で
み
ご

芸
術
祭
で
、
み
ご
と
特
賞
に
入
賞
し
た
と
入
選
し
て
い
る
。

針
生
進
さ
ん
（
弱
歳
）
Ⅱ
大
和
町
４
の
「
初
出
品
作
が
入
選
し
、
知
人
に
見

肥
Ⅱ
は
、
喜
び
を
か
く
し
き
れ
な
い
様
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
と

子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
わ
れ
と
ま
ど
い
ま
し
た
」
と
い
う
。

針
生
さ
ん
は
、
昭
和
型
年
か
ら
３
年
針
生
さ
ん
は
と
く
に
ピ
カ
ソ
な
ど
抽
象

間
高
萩
中
の
教
師
と
し
て
図
工
、
数
学
的
な
絵
が
好
き
で
創
作
画
に
流
動
、
統

を
担
当
。
そ
の
後
、
自
営
業
を
経
肯
す
一
、
調
和
の
構
成
を
基
礎
と
し
、
ほ
と

る
か
た
わ
ら
、
好
き
な
絵
を
描
く
よ
う
ん
ど
独
学
で
絵
画
に
と
り
く
ん
で
い
ま

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
当
市

か
ら
長
久
保
忍
さ
ん
（
赤
浜
８
５
３
）

Ⅱ
写
真
Ⅱ
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

長
久
保
さ
ん
は
、
自
由
人
権
思
想
に

関
す
る
啓
蒙
、
民
間
に
お
け
る
人
権
擁

護
運
動
の
助
長
に
努
め
た
り
、
人
権
侵

犯
事
件
に
つ
き
、
そ
の
救
済
の
た
め
の

調
査
や
情
報
の
収
集
を
し
、
貧
困
者
に

対
し
て
訴
訟
援
助
、
そ
の
他
そ
の
人
椛

擁
護
の
た
め
適
切
な
救
済
方
法
で
人
権

…駕蝿

§

人
権
擁
護
委
員
に

長
久
保
忍
さ
ん

戸
籍
な
ど
の
請
求
に
は

使
用
目
的
を
明
ら
か
に

蛇
月
１
日
か
ら
戸
籍
謄
本
の
交
付
請

求
の
し
か
た
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
理
由
は
、
戸
籍
を
不
当
に
利

用
し
て
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

△
ｑ
’一
）

一

の
擁
護
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

十
，
。

独学の油絵

県展で特賞

針生進さん

に
あ
り
、
今
後
、
他
人
の
戸
籍
や
除
籍

の
謄
本
を
請
求
す
る
と
き
は
、
「
請
求

の
理
由
」
つ
ま
り
、
何
の
目
的
に
使
用

す
る
か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
く

・
・
参
ロ
ロ
ー
ｈ
』
‐
Ｈ
Ｐ
吟
“
』
〆
や
】
。

こ
と
に
力
十
竺
３
１
㎡

も
し
、
そ
の
請
求
が
不
当
な
目
的
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
請
求
に
応

じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
ま
た
戸
籍

の
閲
覧
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
の
手
数
料

は
、
必
ず
、
現
金
書
留
か
、
郵
便
局
の

定
額
小
為
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の
事

由
を
示
し
て
戸
籍
の
謄
本
の
交
付
を
受

け
た
と
き
は
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

す
。
ま
た
昨
年
は
、
県
展
で
奨
励
賞
を
受
け

創
元
展
に
も
入
賞
す
る
な
ど
個
性
の
あ

る
油
採
画
と
し
て
賞
を
受
け
て
い
る
。

今
年
の
作
品
は
、
「
廃
船
の
譜
」
の

帥
号
の
大
作
で
２
年
前
に
描
い
た
モ
チ

ー
フ
を
と
り
入
れ
て
描
か
け
た
も
の
で

入
賞
作
品
と
し
て
県
内
各
地
で
展
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
描
く
時
間
は
、
毎
日
午
後
７
時
か

ら
９
時
ご
ろ
ま
で
で
、
気
ば
か
り
あ
せ

っ
て
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
描
け
ま
せ

ん
。
写
生
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
描

け
ま
す
が
、
美
的
創
造
の
中
で
感
動
す

る
作
品
を
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
こ
れ

か
ら
も
描
き
続
け
る
ア
ト
リ
エ
で
筆
を

と
り
作
品
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

鼻
州
民
農
鯵

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
色
の
花
を
つ
け
て
い
る

ツ
リ
フ
ネ
草
を
眺
め
て
い
る
と
、
セ
カ

セ
ヵ
し
た
気
持
が
幾
分
か
な
ぐ
さ
め
ら

れ
、
心
あ
ら
た
に
物
事
に
従
事
で
き
る

気
が
す
る
。

過
日
、
私
は
花
貫
ダ
ム
観
察
会
へ
行

っ
て
来
た
。
深
い
緑
の
山
女
、
緑
色
の

美
し
さ
を
し
み
じ
ゑ
と
か
み
し
め
る
。

そ
の
山
々
の
美
し
さ
を
静
か
に
映
し

て
い
る
ダ
ム
の
青
く
す
き
透
っ
た
空
気

オ
オ
ル
リ
の
声
が
遠
く
に
聞
こ
え
た
。

「
い
い
な
あ
」
私
は
大
き
く
大
き
く
深

Ｚ
‐
４
４
一

Ｊ
・
一
示
し
も
上
ｊ
夛
一
、

こ
壽
則
土
寸
》
つ

炉
『
爪
ｚ
身
リ
ラ
名
で
北
斗
刈
子
〃
ｒ
ｒ
７
、
Ｖ
４
ｊ
左
シ
幸
丁
１

を
今
、
と
り
も
ど
し
た
。
な
つ
か
し
い

気
持
ち
で
一
杯
の
私
の
心
は
踊
る
。
紹

介
さ
れ
た
諸
先
生
は
「
愛
」
の
こ
と
ば

が
一
人
一
人
の
人
格
に
、
に
じ
み
出
て

い
て
、
こ
の
立
派
な
諸
先
生
が
、
こ
の

会
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
事
を
大

へ
ん
う
れ
し
く
思
う
。

「
先
生
、
こ
の
花
何
ん
と
い
う
名
で
す

か
」
「
あ
／
先
生
、
あ
の
声
セ
キ
レ
イ

で
し
よ
」
楽
し
そ
う
な
か
た
ら
い
。
懸

「
あ
／
先
生
、
あ
の
声
セ
キ
レ
イ

と
楽
し
そ
う
な
か
た
ら
い
。
懸

八
Ⅱ
Ｖ

～

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｆ
）

四
季
を
通
じ
た
観
察
会

毎
日
、
毎
日
を
何
と
命
な
面
友
。
高
萩
市
の
自
然
を
自
分
た

は
な
し
に
忙
し
く
送
つ
ち
の
手
で
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人
達

て
い
る
私
達
。
四
季
の
。
美
し
い
姿
を
ゑ
た
。
私
自
身
忘
れ
か

変
化
を
脳
裏
で
感
じ
な
け
よ
う
と
す
る
や
さ
し
い
婆
を
見
た
。

が
ら
も
、
野
に
咲
く
花
何
か
と
わ
ず
ら
わ
し
い
今
日
の
中
で
得

や
山
鳥
の
声
に
触
れ
る
た
こ
の
日
の
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
。

心
の
ゆ
と
り
が
欲
し
い
ま
だ
知
ら
な
い
人
達
に
教
え
て
あ
げ
よ

と
思
う
。
う
「
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
」

風
に
ゆ
れ
咲
き
乱
れ
こ
の
名
の
中
に
青
く
青
く
す
黙
き
っ
た

る
ヤ
マ
ハ
ギ
や
、
紫
紅
美
し
い
空
を
み
る
。
自
然
を
愛
す
る
友

色
の
花
を
つ
け
て
い
る
の
会
の
観
察
会
は
５
歳
か
ら
河
歳
と
幅

眺
め
て
い
る
と
、
セ
カ
広
い
年
令
層
で
家
庭
的
な
ふ
ん
い
気
の

が
幾
分
か
な
ぐ
さ
め
ら
中
で
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。

に
物
事
に
従
事
で
き
る
ぜ
ひ
一
度
、
観
察
会
へ
参
加
し
て
染

て
く
だ
さ
い
。
会
員
も
募
集
し
て
お
り

花
貫
ダ
ム
観
察
会
へ
行
ま
す
。
問
い
合
せ
は
教
育
委
員
会
社
会

Ｆ
緑
の
山
女
、
緑
色
の
教
育
課
電
話
③
１
１
３
１
へ

じ
ゑ
と
か
み
し
め
る
。
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）秋空の下で楽しい観察会

_ 一畦



(5） 灘灘織灘市報たかはぎ 蕊溌溌溌蕊嬢溌溌鰯蕊溌
…

…雛昭和5'年'2月…

国
民
年
金
制
度
は
年
を
改
善
さ
れ
、

そ
の
内
容
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
令
年
金
の

支
給
が
開
始
さ
れ
て
以
来
日
増
し
に
受

給
者
が
増
加
し
、
い
よ
い
よ
年
金
時
代

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
民

年
金
制
度
全
般
の
わ
か
ら
な
い
点
に
つ

い
て
の
相
談
会
及
び
集
合
徴
収
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
最
寄
り

の
相
談
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
り
、
納
め

忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

蚤
さ
、
ふ
ぐ
、
、
、
、
、
ミ
ペ
、
ゞ
べ
、
Ｎ
、
、
、
、
く
ゞ
、
、
、
、
『
、
、
、
、
、
託
、
、
託
、
Ｋ
、
於
、
丸
丸
入
、
ミ
ベ
、
茂
氏
丸
八
弐
封
入
、
、
、
、
、
託
、
、
託
、
ゞ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
べ
ぺ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
函
、
、
ぺ
ぷ
、
、
、
閏
、
、
氏
、
式
、

野
仏絵
と
文
伊
藤
龍
馬

た
け
む
ら
に

独
り
た
た
ず
み

も
の
思
う

凸

彬

Ⅱ

．

国
民
年
金
相
談
や

集
合
徴
収
を
し
ま
す；

黙 )，
謹

唖

遜

悪

叩
蕊
蕊

Ｆ
ｆ
Ｐ
宮
。

#，霧

蕊

;K繍

り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
そ
の
額
が
少
額

に
な
っ
て
大
変
損
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
が
受
給
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
未
納
分
の
保
険
料
を
納
め

ら
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
一
回
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
｜
分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
手
続
き
疑
問

な
ん
で
も
結
構
で
す
。

ゑ
め
佳
き
人
の

や
さ
し
さ
よ

人
里
遠
い

山
の
ふ
も
と
の

良
寛
禅
師

《 ー

ム
ソ
錦

〃〃ノノ〃／〃ソノ/ノノ//ﾉｿﾉ荻/ﾉﾝﾉﾉﾉﾉﾝﾉ〆//ﾉﾉﾉﾉ/ﾉｿﾝｿﾉﾉﾉ／///ﾉﾉﾉﾉﾉﾉ/ﾉﾉﾉﾉﾉﾉ/ﾉﾉﾉﾉﾉ//ﾉｿﾉ〆/ﾉ///ノノ///ﾉﾝソ〃〃/〃///f//ﾉ/ﾉﾉ/ノノノ/ノ

自
然
公
園
な
ど
の

土
地
形
状
変
更
は

県
の
許
可
が
必
要

高
萩
市
内
の
花
貫
溪
谷
、
大
北
渓
谷

を
含
む
山
缶
地
帯
と
、
海
岸
の
一
部
は

花
園
、
花
貫
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
指
定
地
内
で
の

土
地
形
状
変
更
、
構
築
物
の
建
造
な
ど

に
つ
い
て
は
、
県
の
許
可
、
ま
た
は
、

届
出
を
し
て
承
認
後
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
商
工
課
）

○
年
金
相
談
日
及
び
会
場

哩
月
過
日
若
栗
公
民
館

皿
目
皿
日
下
手
綱
公
民
館

廻
月
晦
日
高
浜
集
会
所

哩
月
岨
日
島
名
公
民
館

哩
月
Ⅳ
日
高
萩
市
中
央
公
民
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
叩
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
で
す
。

寄
宿
舎
な
ど
の

貸
付
の
ご
利
用
を

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
従
業
員
の

た
め
の
社
宅
、
寄
宿
舎
、
福
利
厚
生
施

設
を
建
設
す
る
場
合
に
資
金
を
貸
付
け

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

副
年
度
中
に
計
画
の
あ
る
事
業
主
の

方
は
、
商
工
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
貸
付
の
条
件

貸
付
の
限
度
額
５
０
０
万
円
以
内

貸
付
期
間
５
年
以
内

貸
付
利
率
年
５
％
以
内

副
年
度
貸
付
１
件

通
信
講
座
で

あ
な
た
も
技
能
士
に

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
通
信
制
に

よ
る
二
級
技
能
士
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
技
能
士
を
め
ざ
し
て

通
信
講
座
を
受
講
し
て
玉
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
職
種

機
械
、
仕
上
げ
、
機
械
製
図
、
回

転
電
機
組
立
て
、
板
金
、
鋳
鉄
鋳

物
、
配
管
、
建
築
、
塗
装
、
広
告

美
術
な
ど
”
職
種
？

○
受
講
料
５
，
０
０
０
円

○
期
間
１
年

○
申
込
受
付
随
時

州

一
叩
－
，
．
１
ノ

史
唖
￥

Ⅳ
」

叩
“
一

刑
』
もⅢ
９
三
画

恥
戎
飼
冥
去

鋸
厩
唾
過
田

岫
令
９
丁
寺

士
心

一
脚
洲
》
ゞ

畑
込
■
▽

洲
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
十
一
名

州
同
四
年
に
十
二
名
の
死
亡
者
が
で
て
い

”
る
。
文
安
四
年
前
後
の
こ
ろ
は
梅
雨
期

州
に
入
っ
て
も
炎
天
が
続
い
て
旱
ば
つ
と

州
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
京
都
を
は
じ
め

庁醐

恥
諸
国
に
三
日
病
と
咳
病
（
イ
ン
プ
ル
エ

岬
ン
ザ
）
が
流
行
し
て
い
る
の
で
そ
の
犠

仙
牲
者
が
高
萩
地
方
に
も
で
た
の
で
あ
る

小
畠
ノ
。

Ｂ

州
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
、
三
年
に

州
も
二
十
五
名
の
死
者
が
あ
愚
。
こ
れ
も

Ⅲ
一
堂
二
・
守
り
ニ
ー
ニ
ー
ム
■
・
一
二
一
守
・
・
ロ
ー
ロ
ニ
』
。
■
【
二
雪
・
・
Ｆ
二
一
口
・
■
Ｆ
一
二
テ
ロ
■
■
二
ｂ
【
一
・
・
二
『
】
一
三
・
・
一
二
」
■
・
・
二
二
一
・
・
・
ｂ
二
ｂ
一
・
▲
ｂ
■
二
口
ｐ
ロ
ム
一
一
一
ロ
マ
ト
ワ
一
二
一
・
▲
・
“
一
・
二
Ｐ
・
・
口

一
一
一

LU』

疫
病
に
よ
る
も
の
ら
し
く
、
京
都
で
は

天
下
が
死
者
で
け
が
れ
た
た
め
と
し
て

春
日
祭
を
延
期
し
て
い
る
。
長
禄
二
年

（
一
四
五
八
）
か
ら
五
年
に
か
け
て
六

十
六
名
の
死
亡
者
が
出
て
い
る
。
こ
れ

も
長
禄
二
年
の
大
飢
鯉
、
三
年
の
大
風

雨
（
台
風
）
と
洪
水
、
四
年
の
旱
ば
つ

に
よ
る
影
響
で
あ
ろ
う
。

長
亨
元
年
（
一
四
八
七
）
に
も
二
十

名
の
死
亡
者
が
あ
る
。
こ
の
年
の
梅
雨

は
、
こ
と
の
ほ
か
長
雨
と
な
り
、
五
、

六
十
年
間
、
こ
の
よ
う
な
大
雨
は
見
た

こ
と
が
な
い
と
古
老
が
嘆
く
ほ
ど
で
各

地
に
洪
水
に
よ
る
被
害
が
お
こ
り
疫
病

が
流
行
し
て
死
ぬ
者
が
多
か
っ
た
。
文

亀
元
年
（
一
五
○
一
）
に
も
二
十
名
の

死
亡
者
が
ゑ
え
る
。
こ
れ
は
高
齢
の
死

者
や
女
子
の
死
亡
者
が
多
い
。

お
産
に
よ
る
死
亡
者
が
目
立
つ
年
で

あ
っ
た
。

三
二
・
・
一
二
室
・
・
・
‐
『
壽
口
ら
・
一
』
三
・
・
二
三
◇
ロ
ー
ー
ニ
ー
ロ
・
・
・
一
二
一
、
▽
・
・
三
二
・
▽
Ｆ
二
写
，
。
”
三
二
口
。
主
二
・
・
・
ｂ
「
一
二
・
、
。
壹
写
△
”
▽
一
二
二
▽
皇
三
・
・
・
三
弓
▽
。

○
特
典
修
了
者
に
は
、
受
講
し
た
職

種
の
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
茨
城
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
（
水
戸
市
水
府
町
）

露
０
２
９
２
例
６
６
０
６
へ
ど
う
ぞ

年賀状、年末小旬

は早めにお州しく

ださい

年賀状は

12月20日まで

小包は

12月15日まで

郵便番号と住所ははっ

きりと
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参
加
料
親
子
ス
キ
ー
（
親
子
で
↑

体
力
つ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
を
８
，
９
０
０
０
円
、
）
市
民
ス
キ

ー
は
１
人
４
，
７
０
０
円
；
ざ
で

健
康
な
体
は
、
明
る
く
ゆ
た
か
な
家
参
加
料
中
学
生
、
女
子
の
部
が
１
。
○
ス
ケ
ー
ト
教
室

庭
の
第
一
条
件
で
す
．
あ
な
た
も
体
力
０
０
円
、
青
年
、
壮
年
高
と
き

づ
く
り
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
令
者
が
２
０
０
円
第
一
次
１
月
酌
日

催
し
と
参
加
者
の
募
集
○
親
子
、
｜
般
市
民
ス
キ
ー
教
室
第
二
次
２
月
狸
日

○
市
民
駅
伝
大
会
と
き
と
こ
ろ

と
き
蛇
月
廻
日
９
時
鋤
分
第
一
次
１
月
躯
日
ｌ
蝿
日
十
王
町
十
王
ス
ヶ
ー
ト
リ
ン
ク

コ
ー
ス
市
役
所
玄
関
前
ス
タ
ー
ト
親
子
ス
キ
ー
教
室
参
加
料
小
中
学
生
１
人
２
０
０
円

市
内
一
周
で
瓠
キ
ロ
コ
ー
第
二
次
２
月
５
日
１
６
日
高
校
生
、
一
般

ス
親
子
ス
キ
ー
教
室
１
人
３
０
０
円

○
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
第
三
次
２
月
妬
ｌ
幻
日
参
加
資
格
者
は
、
市
内
に
居
住
、
ま

と
き
１
月
珊
日
親
子
一
般
ス
キ
ー
教
室
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
す
。

コ
ー
ス
市
民
体
育
館
か
ら
手
細
工
と
こ
ろ
申
し
込
朶
は
、
い
ず
れ
も
廻
月
過
日

業
団
地
折
り
返
し
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
か
ら
１
月
８
日
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

高萩市文化祭ば､ さる'1月4日の菊花展を初めとし22日盛
まで市民体育館、児童公園、中央公民館などで開催され 、

ました｡書道や絵画展には､小､中学生の作品も展示さ 況

れ500余点が市民の象なさんに観賞されました。 ‘だ

灘ｰ套当デー声 ､

ー

社
会
教
育
の
実
践
活
動
と
し
て
さ
る
皿
月
型
日
東
小
校
庭

で
、
「
高
戸
を
よ
く
す
る
集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
ゑ
な
さ
ん
が
全
員
参
加
し
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
活
動
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

「
高
戸
を
よ
く
す
る
集
い
‐
一
開
く

曇

4⑨卓

て
市
民
体
育
館
窓
口
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
者
が
多
数
の
場
合
に
は

あ
る
程
度
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い

く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
か

体
育
館
内
体
育
係
で
ど
う
ぞ
電
話
は
⑧

１
１
３
１
、
ま
た
は
③
２
５
５
２
へ

噌亨漣’

’
素
化
運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け

さ
け
て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式

を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
成

人
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

来
年
１
月
晦
日
の
「
成
人
の
日
」
に

は
、
新
ら
し
く
成
人
に
な
ら
れ
る
人
た

ち
を
招
き
、
午
前
９
時
訓
分
か
ら
高
萩

市
中
央
公
民
館
で
「
第
溺
回
成
人
式
」

を
行
な
い
ま
す
。

成
人
式
に
は
「
半
素
の
服
装
」
で

末年始のし尿汲取りとゴ

収集は12月30日までで、

年
一

～

～

今
回
は
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
「
簡

~､海

来年は1月4日から作業を

始めます

{琴月の純爾思
市計画税
定資産税（3期）
民年金

………
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リ

I
l鰯鰹至鰯篭 ，
1びはやめ寵しよう。 リ

' もし､でんせんにかかっ ｜
’ たら東京電力へ連絡し I
／

〈
く ましよう。 0
0 ﾉ

ノ b

l 東京電力高萩ｻｰピ ｜
｜ スステーシヨン 1．

来
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、

肥
和
釦
年
４
月
２
日
か
ら
翠
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

当
日
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

高
萩
市
民
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が

午
前
、
時
か
ら
訓
分
行
な
わ
れ
、
式
典

は
、
叩
時
“
分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

成
人
さ
れ
る
方
に
は
、
直
接
ハ
ガ
キ

で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
知
も
れ
か
あ
る
か
と
お
も
い
ま
す
が

通
知
が
な
い
場
合
で
も
出
席
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

91Ⅱ1 0, l lih ,｡'Ⅱ1 . n 1 1 1D n U l｣1,.I l l IU0n I J19･ Dlll I , 』tl l OQn Il IOq ｡Ⅱ1 1 ‘1 11 1$, I I ll1 DI ll Ig' 0 111$｡, l I I l 1 qI l I EUI 1I l O･q4nI n I lll

呈

市の人口と世帯数 i
工

禽

＝ ロ

11月1日現在 前月比 』具

奇 人口 31，487人 （＋68） ；
ニ

ヱ ヨ

里 15，438人 （十38） 常L
＝ 〆ご
H

亜 苣

女 16，049人 （＋30） 堂二

＝

阜世帯 8．702世帯 (+10) 』
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